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【様式２】 

部門名： 

カリキュラム・マネジメント実践部門 
 

エントリー名： 

山梨県立市川高等学校 三枝和博 
平成 30年度第５回中堅教員研修 

活動名： 

AL型授業の教材づくり（12文字以内） 

教員間での教材の共有を目指して（16文字以内） 

解決すべき課題：本校数学科では，3 年前から AL 型の授業を日常的に行う取り組みをしている。そうするこ

とで問題演習では生徒間で自発的な教え合いが生まれ，協働的な探究活動の素地が整いつつある。しかし

ながら，教員によって授業の捉え方はまちまちであり，ともすると従来の講義形式の授業になってしまうこともあ

る。また，教員が個々に授業の準備（スライド・プリントの作成等）を行うことも，多忙化につながり負担感が

大きい。教職員等中央研修第５回中堅教員研修「新しい学びの推進」（伏木久始）では，主体的・対話

的で深い学びについて，またその推進にあたっての留意事項などを学んだ。生徒を主体的・対話的で深い学び

に導くには，従来の授業スキルとは異なるスキル（コーチングなど）が必要だとも感じている。 

目標・方針：まず，数学科のなかで AL 型授業に対する認識を統一し，教科としての教育目標や目指す姿

を確認する。その上で，年次進行で作成されている教材を共有しブラッシュアップを図っていく。生徒のリフレクシ

ョンや授業評価・学習成績等から授業内容や授業形態の妥当性を評価していく。 

活動内容：本校の校訓・教育目標から教科目標や育成する資質能力などを話し合い，指導計画として表に

まとめた。（表１・写真１）本校の AL 型授業では毎時間４枚のプリントを配布している。その内訳は，授業

プリント（資料１）練習プリント（資料２）解説プリント（資料３）確認テスト（資料４）である。授業の

流れは（表２）の通りである。これらの教材をすべて共有するためにファイルサーバーに保管し，必要に応じて

担当者が利用することにした。（図１）１時限で生徒が理解すべきこと・解くべき問題は，事前に担当者間

で決めている。各教員はそれぞれ iPad を持っており，授業プリントをスライドとして，プロジェクターやモニターで

提示し授業を行う。この提示資料については，教員個人のアイディアやストーリー展開を可能とするため，参考

までに過年度のものを共有しているが，改変したり新規に作成することを推奨している。 

活動の成果：カリキュラム・マネジメントに基づく指導計画を作成する過程で，本校の校訓「敬愛自尊」の理

念が「対話的な学び」のねらいに合致していることに気付き，AL 型授業推進の原動力となった。また，数学科

として生徒にどんな資質能力をつけさせたいかを話し合うことによって，教員各人の思いを互いに理解するととも

に，教科として目線あわせができたという感想を得た。さらに教材を共有することで，これまで AL 型授業の経

験がない新任の教員もスムーズに授業を実施できた。（写真２）それぞれの教員がもつ指導のアイディアは，

iPad 同士でも簡単に共有できるため，担当者間で指導内容について話し合うことが増えたことも成果としてあ

げられる。この形式で行う授業は，当初の想定していたよりも授業進度が速く，これまでよりも余裕を持って指

導できている。学習を諦めてしまう生徒も少なくなり，結果としてこれまでよりも成績向上の兆しが見られた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：教員が毎時間の授業を振り返るのにも，生徒によるリフレクションカ

ードの提出が重宝している。また，Classi を活用することで，生徒のリフレクションをスマートフォン経由で集約し

授業の終わりに提示することでフィードバックする取り組みもしている。授業進度に余裕がある分，単元の末で

はこれまでに学習した事柄を，グループでイメージマップにまとめる（写真３）などの探究的な活動に時間を割

くことができる。 

表１：カリキュラム・マネジメントに基づく指導計画    写真１：指導計画に関する話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１：授業プリント     ２：練習プリント        ３：解説プリント        ４：確認テスト 

 

 

 

 

 

 

  表２：授業の流れ                     図１：教材共有のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真２：授業風景 

                                   写真３：単元のイメージマップ 

 

 

 


